
 

平成 19 年 2 月期  第 3 四半期財務・業績の概況（連結） 

平成 19 年 1 月 12 日 
会社名 ＭＯＲＥＳＣＯ（登記社名 株式会社松村石油研究所） （コード番号：5018 JASDAQ） 

（ＵＲＬ http://www.moresco.co.jp/）   

問 合 せ 先      代表者役職・氏名  取締役社長         中野 正德

    責任者役職・氏名 取締役管理本部長   作田 真一
ＴＥＬ：（078）303－9010 

 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項  
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 
    （内容）たな卸資産の計上基準・・・四半期におけるたな卸資産のたな卸高は、実地たな卸を 

行なわず、前連結会計年度に係る実地たな卸高を基礎と 
して、帳簿たな卸により算定しております。 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無 

 
２．平成 19 年 2 月期第 3四半期財務・業績の概況（平成 18 年 3 月 1 日 ～ 平成 18 年 11 月 30 日） 
（1）経営成績（連結）の進捗状況 
                               （単位：百万円未満四捨五入） 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      
四半期（当期） 
純 利 益       

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

19 年２月期第 3四半期   9,699 (16.5) 626 (14.5) 657 (18.5) 395  (26.7)

18 年２月期第 3四半期 8,325 (12.2) 547（△8.3） 554（△3.8） 312 (△8.3）

(参考)18 年 2 月期 11,337 703 744 437 

 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後          
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭

19 年２月期第 3四半期 109  60     －  － 

18 年２月期第 3四半期 86  47 －    －  

(参考)18 年 2 月期 117 96     －  － 

(注)１．売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 
２．期中平均株式数(連結) 19 年２月期第 3四半期 3,606,256 株、18 年２月期第 3四半期 3,606,422 株 

18 年２月期 3,606,400 株 

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 

当第３四半期までの経営成績累計は、上表とおり前年同期比増収増益となりました。 

第３四半期３ヵ月間だけをとらえた経営成績につきましては、下表のとおり売上高は前年同期比

14.4％増、営業利益は同 6.8％減、経常利益同 4.6％減、純利益は同 7.8％増となりました。 

要因として、引き続き国内外における自動車産業の好調な生産を背景に、主力製品である難燃性作

動液を始め、切削油剤やダイカスト用潤滑剤が堅調に推移したことに加え、ハードディスク用表面潤

滑剤の好調があげられます。 

また、流動パラフィンは、入浴剤、リチウム電池膜向けともに需要が当初の予測を下回り、伸び悩

む結果となりました。 

一方、原材料価格は当期間も上昇を続け、その製品への価格転嫁は流動パラフィン等の一部で進展

が見られたものの、全体的にはなお不十分な状況から、利益率の低下をきたしました。 

当期業績予想値に対する進捗率は、売上高は 73.5％、経常利益は 68.4％、当期純利益は 70.6％であ

ります。 
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（単位：百万円未満四捨五入） 

 売上高 営業利益 営業利益率 経常利益 経常利益率 純利益 

18 年９月～11 月 3,381 206 6.1％ 226 6.7％ 152

17 年９月～11 月 2,956 221 7.5％ 237 8.0％ 141

 
（2）財政状態（連結）の変動状況 

（単位：百万円未満四捨五入） 

 総 資 産 純資産 自己資本比率 
１株当たり 
純資産 

 百万円 百万円 ％ 円    銭

19 年２月期第 3四半期 10,078 3,807    36.7  1,025  80 

18 年２月期第 3四半期 9,274 3,254 35.1 902 28 

(参考)18 年 2 月期 9,253    3,402    36.8      940  11 

（注）1．期末発行済株式数（連結）19年 2月期第 3四半期 3,606,240 株 18 年 2月期第 3四半期 3,606,360 株 
18 年 2月期            3,606,280 株 

 

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 

当第３四半期の財政状態は以下のとおりであります。 

総資産は、前年同期比 804 百万円増加し 10,078 百万円となりました。主な要因は、資産側では、増収基

調持続に伴う売上債権 362 百万円の増加とたな卸資産の 293 百万円の増加に加え、投資その他の資産にお

ける投資有価証券の関連会社株式の持分法による期末評価等に伴う 31 百万円の増加と米国子会社設立に

伴う 23 百万円の出資による増加、および繰延税金資産 48 百万円の増加であります。調達側では、仕入債

務が 491 百万円増加し、未払法人税等 167 百万円の増加、自己資本 445 百万円の増加であります。なお、

有利子負債は 353 百万円減少いたしました。 

 

［業績予想に関する定性的情報等］ 

平成 19 年２月期の連結業績につきましては、本資料公表時点では前回公表（平成 18 年 10 月 13 日）の

業績予想からの変更はございません。 

 
※業績予想は、本資料の発表日現在の将来に関する前提･見通し･計画に基づく予測が含まれております。
実際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

○ 添付資料 

（要約）四半期連結貸借対照表、（要約）四半期連結損益計算書、公募による新株式発行（一般募集）
の完了 

 
以  上 
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 [添付資料] 
１．（要約）四半期連結貸借対照表 

  （単位：千円） 

当四半期 

（平成 19 年２月

期第 3四半期末）

前年同四半期 

（平成 18 年２月

期第 3四半期末）

増  減 

％ 

（参考） 

平成18年2月期科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 

（資産の部）      

Ⅰ 流動資産      

現金及び預金 292,105 247,247 44,858  209,512

受取手形及び売掛金 3,216,364 2,854,333 362,031  2,880,187

たな卸資産 1,315,686 1,023,159 292,527  1,051,287

その他 264,368 225,135 39,233  145,783

流動資産合計 5,088,523 4,349,874 738,648 17.0 4,286,769

Ⅱ 固定資産      

有形固定資産 4,123,284 4,171,035 △47,752  4,170,337

無形固定資産 18,439 22,348 △3,909  24,833

投資その他の資産 847,662 730,661 117,001  770,828

固定資産合計 4,989,385 4,924,044 65,340 1.3 4,965,998

  資産合計 10,077,907 9,273,919 803,989 8.7 9,252,767

（負債の部）      

Ⅰ 流動負債      

支払手形及び買掛金 2,454,858 1,963,682 491,176  2,157,383

短期借入金     1,080,860 1,251,920 △171,060  1,117,360

その他 1,059,031 890,232 168,799  718,268

流動負債合計 4,594,749 4,105,834 488,915 11.9 3,993,011

Ⅱ 固定負債    

長期借入金 293,920 476,320 △182,400  428,560

退職給付引当金 1,236,632 1,234,332 2,300  1,213,959

役員退職慰労引当金 100,873 85,740 15,133  89,367

その他 44,911 48,357 △3,446  47,626

固定負債合計 1,676,335 1,844,749 △168,414 △9.1 1,779,513

負債合計 6,271,084 5,950,583 320,502 5.4 5,772,523

（少数株主持分）      

少数株主持分 － 69,406 － － 77,970
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  （単位：千円） 

当四半期 

（平成 19 年２月

期第 3四半期末）

前年同四半期 

（平成 18 年２月

期第 3四半期末）

増  減 

％ 

（参考） 

平成18年2月期科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 

（資本の部）    

Ⅰ資本金 － 744,403 －  744,403

Ⅱ資本剰余金 － 532,678 －  532,678

Ⅲ利益剰余金 － 1,938,308 －  2,063,843

Ⅳその他有価証券評価差額金 － 52,353 －  63,078

Ⅴ為替換算調整勘定 － △9,046 －  3,254

Ⅵ自己株式 － △4,768 －  △4,982

資本合計 － 3,253,929 － － 3,402,274

負債、少数株主持分及び資本合計 － 9,273,919 － － 9,252,767

（純資産の部）  

Ⅰ株主資本  

資本金 744,403 － －  －

資本剰余金 532,678 － －  －

利益剰余金 2,360,561 － －  －

 自己株式 △5,121 － －  －

 株主資本合計 3,632,522 － － － －

Ⅱ評価・換算差額等  

 その他有価証券評価差額金 56,010 － －  －

 為替換算調整勘定 10,733 － －  －

 評価･換算差額等合計 66,743 － － － －

Ⅲ少数株主持分 107,559 － － － －

純資産合計 3,806,823 － － － －

負債・純資産合計 10,077,907 － － － －

 

 
(注)記載金額は千円未満を四捨五入して表示しております。 
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２．（要約）四半期連結損益計算書 

（単位：千円） 

当四半期 

（平成 19 年２月

 期第 3四半期）

前年同四半期 

（平成 18 年 2 月

期第 3四半期）

増  減 

％ 

（参考） 

平成 18年 2月期科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 
Ⅰ 売上高 9,698,704 8,324,917 1,373,787 16.5 11,337,032
Ⅱ 売上原価 6,602,053 5,437,592 1,164,461 21.4 7,495,336
売上総利益 3,096,652 2,887,326 209,326 7.2 3,841,696

Ⅲ 販売費及び一般管理費 2,470,589 2,340,368 130,221 5.6 3,138,547
営業利益 626,063 546,958 79,105 14.5 703,149

Ⅳ 営業外収益 55,881 47,657 8,224 17.3 87,627
Ⅴ 営業外費用 25,079 40,206 △15,126 △37.6 46,896
経常利益 656,864 554,409 102,456 18.5 743,880

Ⅵ 特別利益 12,170 3,920 8,250 210.5 3,920
Ⅶ 特別損失 18,405 － 18,405 － －
税金等調整前四半期

（当期）純利益 
650,630 558,329 92,301 16.5 747,800

税金費用 225,699 226,257 △558 △0.2 283,259
少数株主利益 29,678 20,223 9,455 46.8 27,157
四半期（当期）純利益 395,253 311,849 83,404 26.7 437,384

(注)記載金額は千円未満を四捨五入して表示しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 - 5 - 



３．公募による新株式発行（一般募集）の完了 

 

 平成 18年 12月 1日開催の当社取締役会において決議されました平成18年 12月 20日を払込期日とする

新株式発行（普通株式）に関して、下記のとおり払込が完了いたしました。 

 

① 発行新株式数    普通株式 350,000 株 

② 払込金額      １株につき 金 2,827.05 円 

③ 資本組入額     １株につき 金 1,414 円 

④ 払込期日      平成 18 年 12 月 20 日（水） 

⑤ 資本増加日     平成 18 年 12 月 20 日（水） 

⑥ 調達資金額     989,467,500 円 

 

（ご参考） 

１．発行済株式総数の推移 

   増資前発行済株式総数   普通株式 3,609,000 株 

   増資後発行済株式総数   普通株式 3,959,000 株（平成 18 年 12 月 20 日現在） 

２．資本金の推移 

   増資前資本金        744,403,200 円 

   増資後資本金       1,239,303,200 円   

   （増加資本金）      （494,900,000 円） 

３．調達資金の使途 

   千葉工場および赤穂工場の製造設備を合理化し､生産能力､生産性向上による競争力を強化すること

により､将来にわたる収益の安定化を図る所存です。また､研究開発設備の充実を図り、高付加価値な

新製品開発をよりスピーディーに推進し、収益の向上と業容の拡大に取り組んでまいります。 

 

 

以上 
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